
４
月
20
日
、
県
春
闘
共
闘
・
第
４
次

総
行
動
「
ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ
パ
レ
ー

ド
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
潟
市
西
区
「
近
鉄
レ
ッ
ク
ス
」
に

８
時
半
に
集
合
し
ト
ラ
ッ
ク
、
ダ
ン
プ

に
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
な
ど
飾
り
付
け

を
行
い
、
10
時
頃
に
出
発
式
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ッ
ク
は
11
時

15
分
に
近
鉄
レ
ッ
ク
ス
を
出
発
、
パ
レ
ー

ド
と
同
時
に
11
時
30
分
か
ら
新
潟
市
古

町
十
字
路
で
宣
伝
行
動
も
展
開
し
ま
し

た
。県

労
連
の
労
働
組
合
な
ど
全
体
で
47

名
が
結
集
し
国
労
か
ら
５
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

佐
藤
議
長
あ
い
さ
つ

主
催
者
を
代
表
し
て
県
春
闘
共
闘
会

議
・
佐
藤
議
長
は
「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は

90
％
の
シ
ェ
ア
を
し
め
て
い
る
。
し
か

し
賃
金
・
手
当
に
つ
い
て
厳
し
い
情
況

が
続
い
て
い
る
。
規
制
緩
和
に
よ
っ
て

ル
ー
ル
無
き
競
争
の
激
化
、
中
小
経
営

者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
、
過

労
運
転
な
ど
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
人

間
ら
し
く
、
安
心
し
て
生
き
て
い
か
れ

な
い
こ
と
は
県
民
、
全
体
の
問
題
だ
。

ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ
パ
レ
ー
ド
で
市
民

に
訴
え
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
団
体
・
近
物
レ
ッ
ク

ス
分
会
、
友
枝
運
輸
分
会
、
中
越
Ｅ
Ｘ

Ｐ
支
部
、
テ
ー
エ
ス
分
会
、
農
民
連
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

国
労
か
ら
は
、
藤
井
副
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
、
春
闘
状
況
の
報
告
や
ト
ラ
ッ

ク
・
ダ
ン
プ
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
の
決

意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

出
発
式
最
後
に
、
建
交
労
・
杉
崎
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！
で
終
了
し

ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ
が
近
鉄
レ
ッ
ク
ス

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

古
町
十
字
路
で

宣
伝
行
動

ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ
パ
レ
ー
ド
は
西

区
近
鉄
レ
ッ
ク
ス
を
ス
タ
ー
ト
、
コ
ー

ス
は
、
新
潟
バ
イ
パ
ス
黒
埼
イ
ン
タ
ー
・

→
栗
の
木
バ
イ
パ
ス
・
→
明
石
通
り
・

→
東
大
通
り
・
→
万
代
橋
。
→
古
町
・

→
昭
和
橋
・
→
近
鉄
レ
ッ
ク
ス
。

今
年
も
古
町
十
字
路
で
、
宣
伝
行
動

が
11
時
30
分
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
各
争

議
団
の
訴
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
消
費
税
、
原

発
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
も
訴
え
ま
し

た
。パ

レ
ー
ド
が
古
町
十
字
路
を
通
過
す

る
時
に
「
ふ
な
え
瑞
祥
太
鼓
」
の
メ
ン

バ
ー
が
、
和
太
鼓
の
演
奏
を
行
い
パ
レ
ー

ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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国
労
本
部
が
今
年
の
１
月
に
職
場
討
議

資
料
と
し
て
作
成
し
た
資
料
を
、
「
国
鉄

新
潟
」
の
紙
面
で
紹
介
し
ま
す
。

●
国
鉄
労
働
組
合
は
、
JR
本
体
で
働
く
社

員
の
組
織
拡
大
は
も
と
よ
り
、
JR
関
連
労

働
者
の
組
織
化
を
促
進
す
る
た
め
に
指
令

第
７
号
を
発
し
、
組
合
費
の
暫
定
的
取
り

扱
い
を
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
各
地
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て

関
連
企
業
に
国
労
組
合
員
が
誕
生
し
て
い

る
。関

連
労
働
者
の
組
織
化
の
意
義
に
つ
い

て
は
指
令
７
号
で
明
確
に
し
て
い
る
が
組

織
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
一
部
か
ら

関
連
会
社
に
「
団
体
交
渉
の
ル
ー
ル
が
な

い
」
、
「
団
体
交
渉
が
出
来
な
い
か
ら
」

組
合
員
に
す
る
意
味
が
な
い
等
の
誤
解
と

も
と
れ
る
受
け
止
め
や
発
言
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

中
央
執
行
委
員
会
は
、
こ
う
し
た
誤
解

や
否
定
的
な
受
け
止
め
に
つ
い
て
、
あ
ら

た
め
て
関
連
労
働
者
の
組
織
化
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
意
義
や
具
体
的
内
容
等
に

つ
い
て
確
認
を
し
、
全
組
合
員
及
び
各
機

関
で
の
意
思
統
一
を
図
る
こ
と
を
要
請
す

る
。

①
日
本
国
憲
法
第
28
条
は
、
「
勤
労
者
の

団
結
す
る
権
利
及
び
団
体
交
渉
そ
の
他

の
団
体
行
動
を
す
る
権
利
は
、
こ
れ
を

保
障
す
る
」
と
明
確
に
労
働
者
の
団
結

権
、
団
体
交
渉
権
、
団
体
行
動
権
、
す

な
わ
ち
労
働
三
権
を
労
働
者
の
権
利
と

し
て
認
め
て
い
る
。（

次
号
に
続
く
）

消
費
税
が
８
％
で
10
兆
円
！
史
上
空
前

の
大
増
税
が
国
民
に
押
し
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
景
気
は
必
ず
悪
く
な
り
ま
す
。

し
か
も
来
年
10
月
に
は
10
％
へ
の
増
税

を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
の
削
減

と
合
わ
せ
て
、
二
重
の
負
担
増
が
私
た
ち

に
の
し
か
か
り
ま
す
。

「
増
税
」
で
く
ら
し
は
守
れ
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
、
「
増
税
中
止
を
！
」
の
声
を
上

げ
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
障
を
切
捨
て

何
の
た
め
の
増
税
か

●
「
社
会
保
障
」
の
大
改
悪
が
す
で
に
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

○
景
気
悪
化
が
さ
ら
に
進
む
の
で
、
財
政

赤
字
は
さ
ら
に
広
が
り
ま
す
。

●
所
得
が
低
い
人
ほ
ど
負
担
が
重
い
不
公

平
な
税
金
で
す
。

○
中
小
企
業
は
消
費
税
を
売
り
上
げ
に
転

嫁
で
き
ず
、
倒
産
・
廃
業
に
追
い
込
ま

れ
ま
す
。

財
政
は
大
企
業
の

応
分
な
負
担
で

●
不
要
不
急
の
大
型
公
共
事
業
な
ど
歳
出

の
ム
ダ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

○
大
企
業
や
高
額
所
得
者
の
行
き
過
ぎ
た

増
税
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
（
投
資
減

税
や
復
興
特
別
法
人
税
の
１
年
前
倒
し

廃
止
な
ど
）

●
税
金
は
能
力
に
応
じ
て
負
担
す
る
の
が

憲
法
の
考
え
で
す
。

政
府
は
増
税
中
止
の

決
断
を
！

○
増
税
中
止
に
は
法
的
な
根
拠
が
あ
り
ま

す
。
増
税
法
附
則
第
18
条
は
、
経
済
状

況
の
好
転
が
な
い
場
合
は
、
増
税
の

『
停
止
を
含
め
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
』

と
定
め
て
い
ま
す
。

景
気
が
良
く
な
っ
て
い
な
い
現
状
で
は
、

内
閣
は
増
税
中
止
の
判
断
を
す
べ
き
で

す
。
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○新潟県支部

各メーデー開催会場

●第６回元祖５・１にいがたメーデー

５月１日 ９時～

県民会館大ホール

主催組合・全国一般新潟

全港湾新潟支部

●第８５回新潟県中央メーデー

５月１日 ９時開場

１０時～

西大畑公園

主催・国民春闘新潟県共闘 県労連

下越地区 １０時～

日宝町公園

中越地区 １０時～

平潟公園

上越地区 １４時～

雁木通りプラザ６階

●すべて終了後、デモがあります。


